
雨に強いまちづくりをしています
池田市下水道の浸水対策事業

浸水対策における下水道の役割

近年、気候変動等による豪雨の増加により、水害が頻発化・激甚化しています。
池田市の下水道事業では、街を水害から守る浸水対策に取り組んでいます。

街中に降った雨がたまらないよう、
川や下水処理場にすみやかに流します。ながす 街中に降った雨がたまらないよう、流しきる

ことができない雨水を一時的に貯めます。ためる

水だより第54号(令和4年8月発行) 特集

雨で街が浸水するしくみ

下水道事業で浸水対策を行った城南3丁目付近

●整備前 ●整備後（現在）

（イメージ）

　通常田畑や森林等がある場所では、雨水の
ほとんどが地面にしみこんで時間をかけて
川に流れ込むため、下水道へ流入する雨水
は少なくなり浸水を防ぎます。
　一方、都市化が進んで田畑や森林等が少
なくなると、地面の多くがアスファルトなど
に覆われ、雨水はしみこむことができません。
側溝や下水道を通って川や下水処理場に
入っていきます。短時間に強い雨が降ると、
川や下水道で排水する能力を超えて、雨水
があふれだし、街が浸水します。

アスファルトで覆われた地面は
雨水がしみこまず、

浸水被害につながるよ！
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大雨が降ると、土地の低い場所では今ある下水道管では
雨水を流しきれずに、道路にあふれてたまってしまうこと
があります。
雨水貯留施設は、下水道管で流しきれない雨水を一時的に
取り込むことにより、浸水被害を軽減させる下水道施設です。
現在、令和５年度の完成をめざして、城南～神田地区の
浸水被害を軽減させることを目的とした雨水貯留施設の
事業を進めています。

●雨水貯留施設のしくみ （イメージ）

雨水を貯めて浸水を防ぐ雨水貯留施設

雨水貯留施設は、
雨水を一時的に貯めて、
浸水を防ぐんだよ。

下水道は浸水対策の役割を
果たしているんだね。

バイパス管

八王寺川 荒堀川

（イメージ）

雨が降ったとき、下水処理場にも処理区域全体から雨水が
流れてきます。流れてきた雨水は雨水ポンプを使って
猪名川へ排水します。
豪雨が増加している中、下水処理場にある雨水ポンプも
浸水対策の１つとして活躍しています。

●雨水貯留施設のトンネルを掘る機械

池田市下水処理場の浸水対策設備

国道176号付近の八王寺川、荒堀川の水位が一定以上
となると、八王寺川の地下7～10ｍに造られたバイ
パス管を通って夫婦池に雨水を一時的に貯留する
施設が令和4年度に完成予定です。他にも、八王寺川雨水
増補幹線・石橋第１増補幹線・石橋第2増補幹線と
いった施設があり、浸水対策の役割を果たしています。


